
第３９回福岡県地方港湾審議会
苅田港

福 岡 県
R６.９撮影



福岡県内の港湾

博多港

大島港

芦屋港

若津港

大牟田港

三池港

苅田港

宇島港

北九州港
福岡県内の

港湾

福 岡 県 の 港 湾

港 名 港 格 港湾管理者

北九州港 国際拠点港湾 北九州市

博 多 港 国際拠点港湾 福 岡 市

苅 田 港 重 要 港湾

三 池 港 重 要 港湾

大牟田港 地 方 港湾

宇 島 港 地 方 港湾

若 津 港 地 方 港湾

大 島 港
地 方 港湾

（ 避 難港 ）

芦 屋 港 地 方 港 湾

福 岡 県
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苅田港の概要
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苅田港の地区について
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苅田北九州空港ＩＣ苅田北九州空港ＩＣ

北九州空港

本港地区

南港地区電力・セメント業等

自動車・鉄鋼産業等

自動車・その他製造業等

周防灘

苅田港

港湾区域 6,583ha 全国24位

臨港地区 924ha 全国20位

貨物量 3,304万ﾄﾝ/年 全国23位

苅田港の概要

※令和5年時点（速報値）

新松山地区

松山地区

埋立事業中

東九州自動車道東九州自動車道

自動車関連、電力等



苅田港周辺の社会基盤整備状況

 苅田港周辺では社会基盤の整備が進められており、陸海空の輸送拠点
が近接した物流の結節点として高いポテンシャルを有している。

-5- R4.2撮影

R5.4：北九州空港滑走路延伸事業化
→北米主要都市への貨物直行便運航が可能

R2.12：13号岸壁供用開始
R5.4 ：12号岸壁事業化(工事中)
→輸送の安定性や効率性が向上

R3.5：県道新北九州空港線 苅田若久高架橋開通
→新松山地区へアクセス向上

H28.4：東九州自動車道
椎田南ICから豊前ICが開通

→北九州～大分～宮崎が直結

新松山地区

北九州空港

苅田北九州
空港IC

苅田港

①

③

②



苅田港の立地企業

 苅田港周辺には自動車や電力等の国内主要産業が立地

 脱炭素化に向けた取組により、それに資する企業進出が期待される
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日産自動車九州（株）日産自動車九州（株）

日本通運（株）日本通運（株）

日産車体九州（株）日産車体九州（株）

白石工業団地白石工業団地

南港地区

ﾕﾆ･ﾁｬｰﾑ
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ（株）
ﾕﾆ･ﾁｬｰﾑ

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾂ（株）

北九州空港
本
航
路

周辺工業団地エリア自動車関連企業立地エリア

セメント関連企業立地エリア

電力関連企業立地エリア

その他企業立地エリア

松山工業団地 :２７社立地
苅田臨空産業団地 :１６社立地
白石工業団地 : ４社立地

（株）バンテック九州（株）バンテック九州UBE三菱セメント（株）UBE三菱セメント（株）

苅田臨空産業団地苅田臨空産業団地

本港地区
松山地区

新松山地区

九州電力（株）苅田発電所九州電力（株）苅田発電所

麻生セメント（株）麻生セメント（株）

UBE三菱セメント（株）UBE三菱セメント（株）

（株）九州テクノメタル（株）九州テクノメタル

自動車部品等
関連会社(３社)
自動車部品等
関連会社(３社)

苅田北九州空港ＩＣ苅田北九州空港ＩＣ

東九州自動車道東九州自動車道

トヨタ自動車九州（株）トヨタ自動車九州（株）

松山工業団地松山工業団地

（株）商船三井さんふらわあ（株）商船三井さんふらわあ

トヨタ自動車（株）用地
トヨタバッテリー（株）

工場建設予定

トヨタ自動車（株）用地
トヨタバッテリー（株）

工場建設予定

バイオマス発電所(３社)バイオマス発電所(３社)



 主な取扱貨物は自動車部品、セメント、完成自動車などで約６割
 令和６年の取扱貨物量は約３,１００万トン、福岡県港湾取扱貨物の約９割

苅田港の概要（取扱貨物）
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令和6年
約3,100万トン

自動車部品・セメント・完成自動車
取扱貨物量の65%

品目別取扱貨物量
（令和6年速報値）



苅田港港湾計画改訂に向けて
【情報提供】
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苅田港港湾計画改訂について

※下記ＵＲＬまたは二次元コードから
ご覧いただけます。
ＷＥＢ検索は、「苅⽥港⻑期構想策定」

ＵＲＬ：https://www.pref.fukuoka.lg.jp/press-release/

kandako-tyokikousou.html

苅⽥港⻑期構想策定

長期構想とは
20年～30年後の長期的視点か
ら港湾空間利用の基本的な
方向性を定めるもの。
※港湾計画に先立ち策定

港湾計画とは
港湾の開発、利用及び保全の
指針となる基本的な計画。
通常10年～15年程度の将来を
目標年次として策定する。

参考

長期構想策定

港湾計画改訂に向け、
概ね２０年～３０年後の苅田港の
将来像とそれを実現する基本戦略
や取組方針を策定

港湾計画改訂

長期構想を基に、社会情勢の変化
や港湾利用者のニーズに対応した
計画とするため改訂が必要
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苅田港長期構想の概要

目指す姿

地域産業の生産活動を支える
物流基盤としての港

産業活動と生物多様性が共存す
る港

水辺空間を利用した憩いや安
らぎの場を創出する港

災害に強く、地域生活や企業
活動を支える港

陸海空の交通の結節点として
の高いポテンシャルを活かし
た港

経済と環境が好循環するグリ
ーン社会を実現する港

エネルギー・産業・物流のイノベー
ション、グローバル化を支える海上
輸送拠点と産業空間の形成

カーボンニュートラルの取組支援に
よる地域経済の活性化及び自然環境
の保全と新たな港湾環境の創出

苅田港の水辺空間の特徴を活かした人
流・賑わいのネットワークの構築

臨海部の事業継続のための防災機能
の確保、及び災害リスクの低さ、交
通アクセスの良さを活かした防災機
能の提供

基本戦略

複合一貫輸送機能の強化

陸海空輸送を利用した貨物輸送の連携機能強化

自動車積出拠点機能の強化

ふ頭再編等による利便性の向上

CNPに対応したバルクターミナルの形成

新たな開発空間の確保

港湾の防災機能の強化

適正な港湾管理の推進

港湾脱炭素化の実現

生態系や景観に配慮した港湾環境の形成

水辺空間を利用した憩いの場の創出

取組方針

物流・ 産業

環境保全

安全・安心

人流・賑わい
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苅田港港湾計画の軽易な変更

【土地利用計画（新松山地区）の変更】

・工業用地の位置付け
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【議案１】



港湾計画変更の理由：福岡県総合計画
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◆福岡県総合計画p49より（計画期間：令和４～８年度）
基本方向 世界を視野に、未来を見据えて成長し、発展する
基本施策 世界から選ばれる福岡県の実現

・国内外からの戦略的企業誘致

◆デジタル化や脱炭素化など、世界的な産業構造の変化を捉えた企業誘
致やその受け皿整備を進める
◆令和8年度迄に福岡県内で公的な産業用地の整備着手100haを目標



港湾計画変更の理由：分譲状況（新松山地区）

-13-

 第1期分譲地約36haは、約5年で完売
 令和4年４月に第2期分譲地を分譲開始し、令和7年2月に完売
 令和4年度第3期分譲地の造成着手し、残事業用地も随時造成中

：ふ頭用地

：公共岸壁

令和4年度
造成着手

【第2期分譲地】

【第3期分譲地】

令和4年4月
分譲開始

令和7年2月
分譲完了

立地企業 1社

ふ頭用地
造成中

(約10ha)

造 成 中
(約26ha）

分譲完了
（約27ha）

トヨタ自動車（株）用地

緑地
(約1ha)

トヨタバッテリー（株）EV電池工場建設予定

ふ頭用地
造成中 造成中
(約4ha) (約20ha)

港湾関連
用地

：緑地

令和7年度
造成着手(約24ha)

【第３期分譲地】

【第２期分譲地】

【第１期分譲地】

ユニ・チャーム
プロダクツ

バイオマス発電所（３社）

（約36ha）

ふ頭用地
未着手

変更対象地
(27ha内15.2ha）

【第1期分譲地】

平成27年4月
分譲開始

令和2年3月
分譲完了
(約36ha)

立地企業 7社

製造業
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港湾計画の変更内容（新松山地区）

【既定計画】 【今回計画】

主な変更内容
工業用地の確保（15.2ha）
・分譲完了後、立地企業の土地利用計画が、全面積を利用して工場建設する計画になった
事を確認したため、土地利用計画の変更を行い、併せて分区の変更を行う。港湾関連用地
（商港区）を工業用地（工業港区）へ変更となる。
※（ ）内は分区

変更箇所企業用地
27.7ha

企業用地
27.7ha

工業用地
15.2ha

工業用地
12.5ha

港湾関連
用地15.2ha

工業用地
12.5ha



-15-

港湾計画の変更内容（新松山地区）
【既定計画】 【今回計画】

土地区分 規模 土地区分 規模

港湾関連用地 24.3ha 港湾関連用地 9.1ha 15.2ha 減

工業用地 0ha 工業用地 15.2ha 15.2ha 増 

合計 24.3ha 合計 24.3ha ±0

地区名

新松山
地　 区

変更前 変更後
変更内容 変更理由

土地需要の変化
に対応するため、
土地利用計画を変
更する。



変更後の港湾計画図（案）
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苅田都市計画臨港地区内の

分区の変更
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【議案２】



変更後の分区指定図（案）

１

位置 変更内容

1
新松山地区

苅田町新松山２丁目
15.2haを商港区から工業港区に変更する
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凡 例

現行臨港地区
現行臨港地区（商港区）
現行臨港地区（工業港区）
現行臨港地区（特殊物資港区）
現行臨港地区（漁港区）
現行臨港地区（修景厚生港区）
現行臨港地区（無分区）

今回申請変更箇所
臨港地区（工業港区）
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Ⅱ 環境保全Ⅱ 環境保全

希少種のための環境保全

Ⅱ－２ 生態系や景観に配慮した港湾環境の形成Ⅱ－２ 生態系や景観に配慮した港湾環境の形成

施策Ⅱ－２①施策Ⅱ－２①

代替候補地①

代替候補地②

出典：福岡県作成資料
希少種（渡り鳥）の環境保全処置

C C’

苅田港に集まる渡り
鳥

出典：NPO法人ふくおか湿地保全研究会

希少種の生息環境を把握し、保全に努める。苅田港新松山地区（現在造成中）等に
飛来する渡り鳥に対する環境保全措置により、希少種のための環境保全を図る。

 苅田港周辺には様々な希少種が生息しており、埋立造成過程で出現した湿地で
は、渡り鳥（クロツラヘラサギ等）の飛来が確認されている。クロツラヘラサギは
IUCNレッドリストで絶滅危惧種に指定されており、保全すべき希少な鳥類として
位置付けられている。

 希少種の生息環境を把握し、その保全に努める。
 松山地区に人工干潟を新たに造成し、現在の飛来地の代替地として活用すると

ともに、自然と工業の共存共栄を図る。暫定措置として、代替候補地①、代替候
補地②を整備し、その後の状況に応じて柔軟に生態系の保全を図る。

背景等背景等

施策内容施策内容

※代替候補地②の整備までの暫定対応

海面処分用地

工業用地
港湾関連用地

C                     C’

A

A’

B                     B’

①

②

UBE三菱セメント（株）
敷地内の池

渡り鳥の飛来を確認
できた付近の水辺

ONE Health
生物多様性の保全

-参考-

参考資料：苅田港長期構想抜粋


